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の占める割合が高かった．加害者が 90歳以上の事件は 14件（1.9％）生じていた（表 5）．加害








方は 233件（32.5％），中部地方は 151件（21.1％），近畿地方は 145件（20.3％），中国地方は
37件（5.2％），四国地方は 17件（2.4％），九州と沖縄は 55件（7.7％）であった．都道府県別
では，大阪 59件（8.2％）愛知 55件（7.7％），東京 54件（7.5％），神奈川 52件（7.3％）の件
数が高かった．事件発生が確認できなかったのは高知，長崎の 2県のみであった．（表 7）




























































































































































































































































































































































































































































































































6）Care Act 2014 は以下のページから閲覧可能である．
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